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は，ほとんど差はない。
1秒肺活量では，身長で，男児は， 0.89，女児0.87，
体重で，男児0.87，女児0.85，体表面積で，男児
0.91，女児0.84，肺活量とでは， 男児0.93女児0.84 
の相関係数であった。正常例で求めた傾向線を間駄
期に当てはめると，減少例が多い事が分った。分時
最大換気量とでは，分散度が大きく，比較が困難で
あった。
以上の事より，間駄期iとあって，無症状の鴨息児
にも， 1秒肺活量の減少している例が多い事が分つ
?と。
48) 千葉県下小学校児童における気管支瑞息の
頻度について
千葉大。内田佐太臣，山口正敏
古 河
斎藤裕康，吉田 
郡，夷隅郡等の県中央部地域は低率であった。
0.78% 0.56%環境別に見ると，市街地 ，工業地 と 
0.30% 0.18%高く，農村 ，漁村 と低率であった。
その他成田市，千葉郡，船橋市の高率地域の季節
千葉県下小学校の 30.1%，全児童数の 49.0%を対 
象とし，気管支晴息の頻度調査を行なった。その結
果，全県下の頻度は 0.51%，(男子0.62%，女子0.40
%)であった。学年別に見ると低学年に高く，多少
の凹凸はあるが高学年に低くなって行く傾向があ 
る。地区別に見ると成田市(1.72%)，船橋市，東京
湾北岸部，勝浦市，茂原市等が高率で市原郡，君津
的変化，初発年令等に関し比較検討し 2，3の考察
を加えた。
質問: 吉田全次(1 1頂天堂大〉
気管支晴息のアンケートに際してその定義はどの
様にしたか。
解答:内田佐太臣(千大〉 
鳴息の診断規準として，数回以上の Wheezing
および Dyspnoeを生じたものをとった。
今回対称となったのは 600人で， その中現在も 
550名強が Anfallを起している。 
49) 小児期気管支端息の減感作の意義について
千葉大。北沢清子，船橋 茂
張炎鱗，吉田亮
当科受診の晴息患児237人(男児 167人，女児70
人〉を対象とし，皮内反応を行ない，陽性率の最も
高い室内墨について， PK反応， 内皮反応闘値，
鼻粘膜誘発，吸入誘発を行なった結果を比較検討し
た。さらに一部患児につき血清総蛋白量，血清分画 
像，免疫グロプリンの半定量を行なった成績を述べ
た。室内壁にて 1年以上減感作中の患児64例を 
Scorring法を用いて判定し，その多くに病態の改
善を認めた。気管支瑞息の発症には他の諸因子と共
にレアギンが関与しておりその動態について若干の
知見を得たが，乙とにレアギンが属していると今日
考えられている rA が瑞息患児の 30%において高
値を示した事は興味あるととと思われた。
島
質問:吉田全次〈順天堂大〉
減感作を行なう場合，有効例は 20市 30回目より
効果があり， 20"，，30回やっても無効な場合にはそ 
の後長く続けても効果の現われぬ場合が多い様に思
うが，如何。
解答:吉田亮(千大〉
reaginの検索という意味では，皮膚反応から P一
K反応を行うのがより近道と思います。
但し実際臨床的には実施困難なので何か invitro 
による方法を検索中です。 Latex凝集反応でっか
まえる抗体が何であるかは，現在解明中です。
Blocking antibody が入るという成績もあります
し，といってそれのみでもないという成績で，今後
の研究にまちたいと思います。
50) 胸腺瑞息について
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乳児において，哨鳴を聴取した場合，気管支瑞息
と誤診される事が多い。
そこで，私共は，端息を除いて， ~出鳴を主徴とし
て， レ線上胸腺肥大を認めたも tのにつき検討した。
症例は， 3年間，当科を訪れた外来および入院患
児 38例で，男児が多く過半数を占め， レ線上，右
側が65.8%，端鳴のある時期は，感冒時に多く， 
55.2%であった。 
38例中，臨床上，鳴息と区別すべき症例が 7例
あったが，諸検査成績を綜合して，瑞息、と診断する
事は出来なかった。
治療として，ステロイド投与により，胸腺縮少，
晴鳴の減少，ないし消失を来たした。
私共の症例中には，先天性噛鳴ないしは気管支瑞
息の前段階lζ当る症例も混入する可能性もあるが，
その成績よりして，晴鳴は胸腺肥大と，何らかの関
係ありと思われる。 Aldrich，Waldbott，Carrの
如くで，乳児哨息の診断上注意すべき事と思い報告
した。
